
Ventrilo導入方法 

 

クライアンファイルをダウンロード＆インストールする。 

 

クライアントのHP 

http://ventrilo.com/dlprod.php?id=1 

 

HPの一番下にある[I Agree]を押下して、開く→実行を選択。 

 

 

これでダウンロード＆インストールが始まります。 

特に設定弄らないでそのままインストールしてください。  



日本語化パッチをダウンロードする。 

 

日本語化パッチのHP 

http://nihongo.syuro.com/ventrilo_nihongoka/ventrilo-3-0-5-jp/ 

 

バッチダウンロードのHP 

http://nihongo.syuro.com/dwn_lank/dlranklog.cgi?dl=Ventrilo305 

 

HPの一番下にある[Download：Ventrilo 3.0.5 JP]を押下するとダウンロードできます。 

 

 

ダウンロードすると「Ventrilo日本語化」というパッチファイルがあるので起動します。 

（この時、Ventriloクライアントが起動してない事） 

 

 

説明に従ってインストールして、以下の画面の通りになっていればパッチ終了。 

 



クライアントを設定する。 

 

Ventriloを起動する。 

 

 

 

 

 

ユーザ名を新規設定する。 

ユーザ名の右にある [＞]ボタンを押せば設定できます。 

 



サーバを新規設定する。 

 

サーバ名の右にある [＞]ボタンを押せば設定できます。 

サーバ名：Rockets 

ホスト名か IP：tok1.ugt-servers.com 

ポート：27929 

パスワード：権限ある人に聞いてください権限ある人に聞いてください権限ある人に聞いてください権限ある人に聞いてください    

 



サーバに接続する。 

 

右にある[接続]ボタンを押せば接続されます。 

 



ユーザ設定をする。 

 

右にある[設定]ボタンを押せば設定画面が開かれます。 

 

基本的には上記画面のように設定すれば OK。 

 

 

細かい調整の説明。（必要そうなところだけ抜粋） 

サイレンス時：マイク入力が亡くなってからどれ位でマイクを切るか。 

感度：どの程度大きな音をマイクが拾ったら音を入力するか。 

出力ディバイス：使用しているスピーカ、ヘッドフォンを選択。 

入力ディバイス：使用しているマイクを選択。 

アウトバウンド：入力ディバイスが拾った音を調節して相手に送る。（小さく⇔大きく） 

インバウンド：出力ディバイスから出てくる音を調節する。（小さく⇔大きく） 

プレイバック（出力）：出力ディバイスの設定を開く。 

録音（入力）：入力ディバイスの設定を開く。 


